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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
電極と配向膜とを順次形成した一対の基板を液晶層を介して対向配設して表示領域と成し
た液晶表示パネルと、この液晶表示パネルの裏面に配したバックライトとを備え、さらに
液晶表示パネルの表示領域内にドットマトリックス表示部とアイコン表示部とを設けた液
晶表示装置であって、前記アイコン表示部に対応する液晶表示パネルの裏面に、ドットマ
トリックス表示部用および／またはアイコン表示部用の駆動ＩＣを実装するとともに、ア
イコン表示部は反射型表示と成し、さらにドットマトリックス表示部を半透過型表示と成
したことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
請求項１の液晶表示装置を用いた表示機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は表示領域内にアイコン表示部とドットマトリクス表示部とを設けた液晶表示装置
に関するものである。さらに本発明はかかる本発明の液晶表示装置を配設した表示機器に
関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
携帯電話、個人用情報端末あるいはオーダーエントリー端末のような電子機器においては
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、従来、モノクロ液晶表示素子が中心であったが、近年、情報量の増大が可能なカラー化
の気運が高まっている。
【０００３】
さらには、通常の表示領域の他にも電源の投入状態あるいは動作モードもしくは特定のメ
ッセージを表示するためにアイコンを表示する領域が設けられている。
【０００４】
そして、これらの携帯性を重視した用途の液晶表示素子においては小型化、低消費電力、
屋外使用での適用性が求められる。
【０００５】
このような市場ニーズに応じるべく、カラーフィルターを使用した反射型カラー液晶表示
装置が提案され、この装置を図５と図６により説明する。
【０００６】
図５は携帯電話に使用する液晶表示装置１の平面図であり、図６は液晶表示装置１をカラ
ー表示用にした場合のカラー液晶表示装置２の一例を示す断面図である。
【０００７】
図５に示す液晶表示装置１によれば、表示画面にドットマトリクス表示部３とアイコン表
示部４とが設けられている。
【０００８】
ドットマトリクス表示部３は単純マトリックス型の表示方式であって、ストライプ状の信
号電極群５とストライプ状の走査電極群６とから構成され、双方の電極群５，６を直交さ
せつつ対向させた構成である。
【０００９】
そして、信号電極群５と走査電極群６とが交差する部位(ドット）が各画素となり、双方
の電極群５、６の間において、所定のドットに駆動電圧を印加したり、非印加にてＯＮ／
ＯＦＦし、これによって各画素を点灯もしくは非点灯し、それらドットの集合体でもって
、短縮電話番号や送信ダイヤル番号ならびに伝言情報などの情報(データ)が表示される。
【００１０】
また、ドットマトリックス表示部３の信号電極群５を駆動するＩＣ７が隣接されており、
同様にドットマトリックス表示部３の走査電極群６を駆動するＩＣ８が隣接されている。
【００１１】
アイコン表示部４については、ドットマトリックス表示部３と同様に、単純マトリックス
型の表示方式であって、ストライプ状の信号電極群９とストライプ状の走査電極群１０と
から構成され、双方の電極群９、１０を直交させつつ対向させた構成である。
【００１２】
そして、信号電極群９と走査電極群１０とが交差する部位(ドット）が各画素となり、双
方の電極群９、１０の間において、所定のドットに駆動電圧を印加したり、非印加にてＯ
Ｎ／ＯＦＦし、これによって各画素を点灯もしくは非点灯し、それらドットの集合体でも
って、いわゆる絵文字等を表示する。
【００１３】
たとえば、携帯電話機においてはアンテナの受信感度を表示する受信感度表示部１１と、
内蔵電池の残存容量を表示する電池容量表示部１２とが設けられている。
【００１４】
上述したようなドットマトリックス表示部３とアイコン表示部４とが設けられた液晶表示
装置１において、カラー化した具体的な構成を図６に示すカラー液晶表示装置２にて述べ
る。
【００１５】
２枚の透明基板１３、１４が対向して配置され、これら基板の間に液晶層１５を枠状に配
したシール材１６によって封止し、液晶セルをなしている。
【００１６】
透明基板１３の内面上にはアイコン表示用の信号電極群９およびドットマトリクス表示部
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用の信号電極群５がＩＴＯなどにより形成されており、これらの上には配向膜（図示せず
）が形成され、所定方向にラビング処理が施されている。さらに透明基板１３の外面上に
は偏光板１７が配設されている。この偏光板１７に代えて偏光フィルムや位相差フィルム
等を設けてもよい。
【００１７】
一方、透明基板１４においては、その内面上にＡｌ、Ｃｒ、Ａｇなどの金属からなる光半
透過層１８およびカラーフィルター層１９（赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の３層からな
る着色層を並べたものである）を順次積層し、このカラーフィルター層１９の上にＩＴＯ
などで形成されたアイコン表示用の走査電極群１０とドットマトリックス表示部用の走査
電極群６が形成されている。なお、ドットマトリックス表示部３の信号電極群５と走査電
極群６とは直交するように配置されている。
【００１８】
そして、アイコン表示部４の走査電極群１０とドットマトリックス表示部３の走査電極群
６の上に配向膜（図示せず）が形成されている。
【００１９】
上記構成のカラー液晶表示装置２によれば、表示画面にアイコン表示部４とドットマトリ
ックス表示部３を設け、それぞれに対し同時に又は別々に時分割駆動させている。双方と
もに表示を行うには、ドットマトリックス表示部３においては信号電極群５と走査電極群
６との間に、アイコン表示部４においては信号電極群９と走査電極群１０との間に電圧を
印加し、各ドットに駆動電圧を印加することで液晶層１５に電界を生じさせ、ＯＮ／ＯＦ
Ｆし、伝言情報などの情報(データ）を表示する。
【００２０】
アイコン表示部４の走査電極群１０はＦＰＣ（図示せず）などを介して駆動するＩＣ（図
示せず）と接続され、また、アイコン表示部４の信号電極群９はＦＰＣ（図示せず）など
を介して、信号電極群９を駆動するＩＣ（図示せず）と接続される。
【００２１】
また、このようなＩＣ接続構造に代えて、アイコン表示部４の信号電極群９とドットマト
リックス表示部３の信号電極群５とを共通化することで、アイコン表示部の駆動回路を省
き、表示領域以外のスペースを小さくする技術が提案されている（特開２０００-１０５
３０号公報参照）。
【００２２】
さらにまた、このカラー液晶表示装置２はＣＯＧ実装方式であり、ドットマトリックス表
示部３の信号電極群５を透明基板１３の非表示領域にまで延在させるが、この非表示領域
にはドットマトリックス表示部３の信号電極群５を駆動するための信号電極用駆動用ＩＣ
７が透明基板１３上にエポキシ系などの接着樹脂などを介して直接実装されている。
【００２３】
信号電極駆動用ＩＣ７はＡｌ、Ａｕなどからなるボンディング用ワイヤ２０によって電極
端子部２１と接続される。さらに駆動用ＩＣ７、ボンディング用ワイヤ２０を外力などか
ら保護するための樹脂２２がコーティングされている。
【００２４】
ボンディングワイヤを使用せず、直に駆動用ＩＣを金属バンプなどを接続端子上に形成す
るというフェースダウンボンディングや、ＴＡＢ方式にてＩＣを実装する技術も提示され
ている。
【００２５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、ＣＯＧ実装方式では、ガラス基板の非表示領域に駆動用ＩＣを搭載し、配
線することで、額縁の部分が広くなり、小型化の要求に応えることができなかった。
【００２６】
また、特開２０００-１０５３０号公報にて提示された液晶表示装置によれば、省スペー
ス化をはかっているが、その反面、アイコン表示領域とドットマトリックス表示領域の周
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囲に信号用駆動用ＩＣおよび走査用駆動ＩＣが配設したことで、アイコン表示領域とドッ
トマトリックス表示領域の周囲部の少なくとも１辺ずつに駆動用ＩＣを実装する領域を確
保する必要があり、さらに小型化を達成することがむずかしいと言える。
【００２７】
しかも、特開２０００-１０５３０号公報の液晶表示装置では、アイコン表示領域はスタ
ティック駆動表示であり、いわゆる絵文字表示をするなどの限定された情報のみ表示とな
り、機能性でも不十分である。
【００２８】
本発明は上記事情に鑑みて完成されたものであり、その目的はアイコン表示部とドットマ
トリクス表示部とを備えるとともに、さらに小型化を達成した液晶表示装置を提供するこ
とにある。
【００２９】
本発明の他の目的は、かかる本発明の液晶表示装置を搭載した高性能な表示機器を提供す
ることにある。
【００３０】
【課題を解決するための手段】
本発明の液晶表示装置は、電極と配向膜とを順次形成した一対の基板を液晶層を介して対
向配設して表示領域と成した液晶表示パネルと、この液晶表示パネルの裏面に配したバッ
クライトとを備え、さらに液晶表示パネルの表示領域内にドットマトリックス表示部とア
イコン表示部とを設け、そして、アイコン表示部に対応する液晶表示パネルの裏面に、ド
ットマトリックス表示部用および／またはアイコン表示部用の駆動ＩＣを実装するととも
に、アイコン表示部は反射型表示と成し、さらにドットマトリックス表示部を半透過型表
示と成したことを特徴とする。
【００３１】
本発明の表示機器は、かかる本発明の液晶表示装置を用いたことを特徴とする。
【００３２】
【発明の実施の形態】
本発明の液晶表示装置を図により説明する。
図１は表示側から見た液晶表示装置２３の概略平面図であり、ドットマトリックス表示部
とアイコン表示部との配置を示す。図２は液晶表示装置２３の概略断面図であって、図１
にてＸ軸方向の切断面線による断面図である。また、図３は液晶表示装置の表示パネルを
裏側から見た概略平面図であり、図４は図１にてＹ軸方向の切断面線による概略断面図で
ある。なお、図５と図６に示す液晶表示装置と同一部材には同一符号を付す。
【００３３】
図１および図２に示す液晶表示装置２３において、１３、１４は前記一対の基板としての
透明基板であり、ガラス材や合成樹脂などからなり、これら透明基板１３，１４の間に、
たとえば２００～２７０°の角度でツイストされたカイラルネマチック液晶からなる液晶
層１５が枠状のシール材１６によって封止され、これでもって液晶表示パネルを成し、こ
の液晶表示パネルの裏面にＬＥＤや冷陰極管などの光源を備えたバックライト２４を配し
ている。
【００３４】
この液晶表示パネルによれば、その表示領域内にドットマトリックス表示部３とアイコン
表示部４とを設けている。
【００３５】
透明基板１３の内面上には、ＩＴＯなどからなる信号電極群２６がストライプ状に配列さ
れ、これでもってアイコン表示用とドットマトリックス表示部用の双方に供する信号電極
と成す。その上にはポリアミド樹脂などからなる配向膜（図示せず）が形成され、所定方
向にラビング処理が施されている。
【００３６】
また、透明基板１３の外面上には偏光板１７が配設され、たとえばＴＮ（ツイステッドネ
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マティック）モード、ＳＴＮ（スーパーＴＮ）モード、Ｄ－ＳＴＮ（ダブル－ＳＴＮ）モ
ード等の動作モードや、ノーマリーホワイトモード／ノーマリーブラックモードという種
別に応じて、所定の方向で配置される。
【００３７】
一方、透明基板１４の内面上には、光半透過層１８およびカラーフィルター層１９とを順
次積層し、このカラーフィルター層１９の上にストライプ状透明電極群であるＩＴＯなど
からなるアイコン表示部４の走査電極群１０およびドットマトリックス表示部３の走査電
極群６とを形成する。これら走査電極群６と走査電極群１０は信号電極群２６と直交する
ように配置される。
【００３８】
さらにこれら走査電極群１０および走査電極群６の上にはポリアミド樹脂等からなる配向
膜(図示せず）が形成される。
【００３９】
前記光半透過層１８は、たとえばＡｌ、Ｃｒ、Ａｇ等の導体性金属や誘電体などにて層状
に構成され、その層厚を大きくすることでほぼ光反射性と成り、逆に薄くすることで光半
透過性と成る。また、光半透過層１８は鏡面性であっても散乱性を有していてもよく、散
乱性を具備させるには樹脂等により凸凹形状を設け、その上に光半透過層１８を形成する
。
【００４０】
前記カラーフィルター層１９はストライプ状に配列し、縦列の画素に沿って多くの赤（Ｒ
）着色層をならべ、同様に多くの緑（Ｇ）着色層、多くの青（Ｂ）着色層をその順番に繰
り返し配列している。そして、ドットマトリックス表示部６およびアイコン表示部１０の
１画素はＲ、Ｇ、Ｂの３ドットでもってあらわされる。
【００４１】
また、透明基板１４の外面上において、ドットマトリックス表示部３に対応する部位には
偏光板２７が配設される。
【００４２】
上記構成のカラー液晶表示装置２３によれば，表示画面にアイコン表示部４とドットマト
リックス表示部３を設け、それぞれに対し同時に又は別々に時分割駆動させている。とも
に表示を行うには、アイコン表示用とドットマトリックス表示部用の両表示部に対し兼用
された信号電極群２６と、走査電極群６および走査電極群１０との間に電圧を印加し、各
ドットに駆動電圧を印加することで液晶層１５に電界を生じさせ、ＯＮ／ＯＦＦし、伝言
情報などの情報(データ）を表示する。
【００４３】
そして、このような構成の液晶表示装置２３において、光半透過層１８の層厚を大きくす
ることによりほぼ光反射性と成り、これによってアイコン表示部４を反射型表示と成すこ
とができる。
【００４４】
ちなみに、反射型として使う領域はアイコン表示部においては、走査線数が少なく、低デ
ューチィ駆動され、これによって反射型表示として十分な反射率を確保でき、また、アイ
コン表示部を別駆動とすれば、コントラストも高いことで、光量の少ない外光環境下であ
っても視認性は確保される。
【００４５】
一方、光半透過層１８の層厚を小さくすることで、光半透過性と成り、反射表示と透過表
示の双方の機能が得られ、半透過型表示と成る。透過表示の場合にはバックライト２４が
用いられる。
【００４６】
次に図３と図４にて本発明の液晶表示装置２３における駆動用ＩＣの実装構造を述べる。
【００４７】
信号側駆動用ＩＣ７は透明基板１４の端付近にエポキシ系の接着樹脂等(図示せず）によ
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り固定される。図４によれば、シール材１６の付近に信号側駆動用ＩＣ７が配置されてい
るが、それに限定されるものではなく、この固定される部位はアイコン表示部４の裏面付
近であれば、どの部位でもよい。
【００４８】
この信号側駆動用ＩＣ７の出力端子はドットマトリックス表示部３およびアイコン表示部
４の共用した信号透明電極群２６上に設けられた接続用端子２１と、Ａｌ、Ａｕなどから
なるボンディング用ワイヤ２０を介して接続される。
【００４９】
接続端子２１はＡｌ、Ｃｒ、Ａｇ等の導体性金属などをスパッタ装置などを用いて形成す
ることで、ボンディング用ワイヤ２０と接続される。
【００５０】
また、偏光板２７の外面上には光透過性のある接着層（図示せず）を介して、ガラス、合
成樹脂、セラミックスなどから成る透明基板２８を貼り付け、この透明基板２８の外面上
にＩＴＯなどによる配線パターン２９を設けている。
【００５１】
そして、この配線パターン２９の上に設けられた接続端子３０と信号側駆動用ＩＣ７の端
子との間は、Ａｌ、Ａｕなどからなるボンディング用ワイヤ２０によって接続される。こ
の接続端子３０もＡｌ、Ｃｒ、Ａｇ等の導体性金属などをスパッタ装置などを用いて形成
される。
【００５２】
また、配線パターン２９の他端には、アニソルムなどの導電性の接続用テープなどを介し
ＦＰＣ３１を貼り付け、外部液晶駆動回路装置からの信号類がＦＰＣ３１と配線パターン
２９とを通して信号側駆動用ＩＣ７に入力される。
【００５３】
一方、アイコン表示部４とドットマトリックス表示部３の走査側駆動用ＩＣ３２はＣＯＦ
方式に基づいて、あらかじめＦＰＣ３３上にワイヤーボンディングやフリップチップにて
実装され、このＦＰＣ３３は、透明基板１４上のドットマトリックス表示部用走査電極群
６およびアイコン表示部用信号電極群１０と、アニソルムなどの導電性の接続用テープ（
図示せず）などを介して接続される。そして、走査側駆動用ＩＣ３２に供給すべく外部液
晶駆動回路装置からの信号類はＦＰＣ３３の入力側端子より供給される。このＣＯＦ方式
に代えて、類似のＴＡＢ実装方式を用いてもよい。
【００５４】
また、アイコン表示部４とドットマトリックス表示部３に対し、それぞれ別個に走査側駆
動用ＩＣを設けることで、別駆動させ、これにより、さらに低デューティ駆動させ、その
結果、コントラストや応答速度などの光学特性を向上させてもよい。
【００５５】
あるいはアイコン表示部４の走査側駆動ＩＣは回路規模が小さいことから、ドットマトリ
ックス表示部３とは別駆動とさせ、ＣＯＦ実装とせず、外部液晶駆動回路装置の方に駆動
ＩＣの機能を持たせてもよい。さらにまた、ＦＰＣ３１とＦＰＣ３３とを同一の部材を使
用して共有化させるよう設計してもよい。
【００５６】
かくして本発明の液晶表示装置２３によれば、上記構成の如く、光半透過層１８を光反射
性にすることで、アイコン表示部４を反射型表示と成し、光半透過層１８を光半透過性に
することで、反射表示と透過表示の双方の機能を併せもつ半透過型表示と成るが、信号側
駆動用ＩＣ７をアイコン表示部４の裏面付近に固定し、さらにドットマトリックス表示部
３の裏面に信号側駆動用ＩＣ７に対する入力用の配線パターン２９を、透明基板２８を介
して設けることで、その分、小型化となる。そして、走査側駆動系については、ＣＯＦ方
式またはＴＡＢ方式の実装を使用することで、額縁を増やさない構造になり、その点でも
小型化が達成される。
【００５７】
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本発明は上記の実施形態例に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内
で種々の変更や改良等はなんら差し支えない。たとえば、
（１）偏光板１７、２７については、透明基板１３、１４に設けるに当り、コントラスト
や色調をさらに高めるために位相差フィルムを介在してもよい。
【００５８】
（２）上述の液晶表示装置は単純マトリックス型だけではなく、アクティブ型の液晶表示
装置にも適用でき、その場合にはアイコン表示部とドットマトリックス表示部の双方に対
しアクティブ型にすればよい。
【００５９】
（３）上述したような単純マトリックス型の液晶表示装置において、透明基板１３の上に
信号電極群を形成し、透明基板１４上に走査電極群を形成しているが、これに代えて、透
明基板１４上に信号電極群を形成し、透明基板１３上に走査電極群を形成してもよい。こ
の場合には、信号側駆動用ＩＣ７を配置する部位に、走査側駆動用ＩＣを配設し、走査側
駆動用ＩＣ３２を配置する部位に、信号側駆動用ＩＣを配設すればよい。
【００６０】
また、信号側駆動用ＩＣ７を配置する部位に（アイコン表示部の裏面）、信号側駆動用Ｉ
Ｃとともに、走査側駆動用ＩＣも配置してよい。
【００６１】
（４）さらに上記液晶表示装置によれば、アイコン表示部の裏面にドットマトリックス表
示部用およびアイコン表示部用の駆動ＩＣを実装した例でもって説明しているが、これに
代えて、どちらか一方に適用する駆動ＩＣを実装してもよい。
【００６２】
（５）さらに上述したような単純マトリックス型の液晶表示装置において、透明基板１４
の上にカラーフィルター層１９を形成したが、これに代えて透明基板１３の上にカラーフ
ィルター層を形成してもよい。
【００６３】
（６）上記の液晶表示装置２３によれば、偏光板２７上に透明基板２８を貼り付け、この
透明基板２８の外面上にＩＴＯなどによる配線パターン２９を設けているが、これに代え
て偏光板２７の上に配線パターン２９を設けてもよい。もしくは偏光板２７上に透明かつ
電気的絶縁性の合成樹脂層を塗布形成し、この樹脂層の上にＩＴＯなどによる配線パター
ン２９を設けてもよい。
【００６４】
（７）ドットマトリックス表示部３に対しバックライト２４を利用しているが、反射型表
示であるアイコン表示部４に対しては、とくに白色ＬＥＤチップ等を使ったフロントライ
トを補助光源を設けてもよい。
【００６５】
つぎに光半透過層１８の構成ならびに本発明の表示機器としての携帯電話と携帯端末を述
べる。
【００６６】
（光半透過層１８について）
ドットマトリックス表示部３に形成する光半透過層１８は光透過性と光反射性の双方の特
性を具備しており、しかも、２枚の偏光板の間に挟んだ時に位相差を生じないようにする
。
【００６７】
光半透過層１８は前述したようなクロムやアルミニウム、銀などの金属からなる薄膜にす
るが、膜厚が大きくなると、光透過性が小さくなり、光反射性が大きくなる。かかる金属
薄膜の厚みは、金属の種類により光の吸収係数が異なり、しかも、反射型および透過型と
いう双方の用途にうち、いずれの用途に対し性能の向上を求めるかによっても規定される
が、通常、５０～５００Å、好適には１００～４００Åにするとよい。これによって、反
射率３０～６５％、透過率１５～５０％という半透過型液晶表示装置としての特性が得ら
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れる。
【００６８】
たとえば、光半透過層１８を膜厚２５０Åの膜厚でもってアルミニウム金属薄膜により形
成した場合には、反射率が６５％、透過率が１５％となる。
【００６９】
この光半透過層１８については、金属薄膜に代えて、誘電体ハーフミラーにより形成して
もよい。すなわち、低屈折率層と高屈折率層とを交互に順次積層した積層構造にしてもよ
く、これによって液晶層１５を通して入射した光の一部は高屈折率層にて反射され、それ
他の高屈折率層を透過した光は低屈折率層にて反射され、そして、これら反射光が干渉さ
れ、反射性能が著しく高められ、いわゆる増反射が生じる。さらに上記の金属薄膜にて生
じたような光吸収（アルミニウム金属材であれば、可視光の領域にて２０％程度吸収され
る）がほとんどなくなり、これにより、反射性能および透過性能ともに高めることができ
、反射率３０～８０％、透過率２０～７０％という半透過型液晶表示装置としての特性が
得られる。
【００７０】
上記のような高屈折率層と低屈折率層とはその間にて屈折率差があれば、どのように材料
でもって構成してもよいが、たとえば高屈折率層の屈折率の範囲は２．０～２．８がよく
、ＴｉＯ2 、ＺｒＯ2 、ＳｎＯ2 などで構成するとよい。これに対する低屈折率層の屈折
率の範囲は１．３～１．６がよく、たとえばＳｉＯ2 、ＡｌＦ3 、ＣａＦ2 、ＭｇＦ2 な
どで構成するとよい。
【００７１】
高屈折率層の厚み範囲は２５～２０００Å、低屈折率層の厚み範囲は２５～２０００Åに
することで、前述した増反射がもっとも顕著になる。さらに光半透過層１８の厚み範囲を
５０～１２０００Åにすることで、この増反射が顕著になる。
【００７２】
また、光半透過層１８は低屈折率層と高屈折率層とを交互に順次積層した積層構造にした
ことで、各層の総数は２層、４層、６層、８層、１０層あるいはそれ以上の層数にて構成
する。
【００７３】
さらにまた、このような積層構造の場合には、積層数を変えることで、反射率や透過率を
所要とおりに設定することができ、その設計が容易になることで、製造歩留りが向上し、
生産コストが低減できた。ＳｉＯ2 からなる低屈折率層（膜厚：９４０Å）とＴｉＯ2 か
らなる高屈折率層（膜厚：６３０Å）とを交互に順次積層した積層し、その総数を８層に
した積層構造の場合には、反射率が７５％、透過率が２５％となる。
【００７４】
他の光半透過層１８の例を図７にて述べる。
同図Ａ～Ｅは、それぞれ各ドットの平面図であり、斜線部分は、層厚を大きくするなどし
てほぼ光反射性と成した個所であり、この部分はアイコン表示部４にて用いる光半透過層
１８に相当する。
【００７５】
これら各図において、各ドットに対し、エッチング技術などを用いて反射層の一部を除外
し、これによって同図にて空白部分に相当する光通過孔やスリット、ホールを設ける。
【００７６】
そして、斜線部分と空白部分との面積比率でもって反射層１０の反射率と透過率を制御す
る。その比率を変えることで、透過重視もしくは反射重視の半透過仕様が実現する。
【００７７】
（本発明の携帯電話）
図８において液晶表示装置２３を搭載した携帯電話３４を説明する。
この携帯電話３４によれば小型の筐体３５内に液晶表示装置２３を配設しているが、液晶
表示装置２３は表示領域においてドットマトリックス表示部３とアイコン表示部４とから
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構成される。また筐体３５の上部には送信,受信用のアンテナ３６を設け、さらに表面に
はレシーバ３７とマイク３８が形成される。
【００７８】
（本発明の携帯端末）
図９にて液晶表示装置２３を配設した携帯端末３９を説明する。
【００７９】
この携帯端末３９は携帯電話３４以外のさまざまな情報端末として示す。たとえば、時計
,計算機,ゲーム機、万歩計、ＧＰＳ、ＰＯＳ、ハンディターミナル、工業計器、データ－
エントリー装置、魚群探知機などがあるがこれらに限定されるものではない。この携帯端
末３９においても、小型の筐体４０内に液晶表示装置２３を配設しているが、液晶表示装
置２３は表示領域においてドットマトリックス表示部３とアイコン表示部４とから構成さ
れる。
【００８０】
【発明の効果】
以上のとおり、本発明の液晶表示装置によれば、液晶表示パネルの表示領域内にドットマ
トリックス表示部とアイコン表示部とを設け、そして、アイコン表示部に対応する液晶表
示パネルの裏面に、ドットマトリックス表示部用および／またはアイコン表示部用の駆動
ＩＣを実装するとともに、アイコン表示部は反射型表示と成し、さらにドットマトリック
ス表示部を半透過型表示と成したことで、小型化が達成された。
【００８１】
しかも、本発明においては、このような小型の液晶表示装置を用いることで、小型の表示
機器に対する市場ニーズが十分に答えることができた。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の液晶表示装置２３の概略平面図である。
【図２】図１にてＸ軸方向の切断面線による本発明の液晶表示装置の断面図である。
【図３】本発明の液晶表示装置を裏側から見た概略平面図である。
【図４】図１にてＹ軸方向の切断面線による本発明の液晶表示装置の概略断面図である。
【図５】従来の液晶表示装置の平面図である。
【図６】従来の液晶表示装置の一例を示す断面図である。
【図７】Ａ～Ｅは、それぞれドットマトリックス表示部における各ドッドの拡大図である
。
【図８】本発明に係る携帯電話の一例を示す正面図である。
【図９】本発明に係る携帯端末の一例を示す正面図である。
【符号の説明】
１、２、２３・・・液晶表示装置
３・・・ドットマトリクス表示部
４・・・アイコン表示部
５、２６・・・信号電極群
６・・・ドットマトリックス表示部の走査電極群
７・・・信号側駆動用ＩＣ
１０・・・アイコン表示部の走査電極群
１３、１４・・・透明基板
１５・・・液晶層
１７、２７・・・偏光板
１８・・・反射層
１９・・・カラーフィルター層
２４・・・バックライト
２８・・・透明基板
２９・・・配線パターン
３１、３３・・・ＦＰＣ
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显示板的显示区域中，点阵显示部分的驱动IC 7和图标显示部分安装在
后侧图标显示部分4采用反射显示系统，点阵显示部分3采用半透射显示
系统。
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